
提

出

者

�

田

節

哉

平
成
十
三
年
八
月
九
日
提
出

質

問

第

一

二

号

神
戸
空
港
開
港
に
伴
う
大
阪
湾
上
空
空
域
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

12



神
戸
空
港
開
港
に
伴
う
大
阪
湾
上
空
空
域
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

神
戸
空
港
は
、
ま
も
な
く
着
工
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
度
に
開
港
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
同
空
港
に

つ
い
て
は
、
震
災
で
疲
弊
し
た
神
戸
市
の
経
済
復
興
の
起
爆
剤
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
は

大
阪
湾
を
囲
ん
で
六
甲
や
生
駒
葛
城
、
紀
伊
の
各
山
岳
地
帯
に
三
方
を
囲
ま
れ
、
飛
行
場
へ
の
経
路
と
し
て
は
、
極
め
て
地
理

的
な
制
約
が
大
き
く
、
大
阪
湾
上
空
空
域
の
安
全
性
に
関
し
、
各
方
面
か
ら
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
港
は
二

一
世
紀
に
お
い
て
、
人
と
物
の
国
際
間
移
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
基
幹
施
設
で
あ
る
が
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
が
大
規
模
拠

点
空
港
を
次
々
と
建
設
し
て
い
る
な
か
で
、
日
本
の
空
港
が
国
際
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
と
し
て
の
地
位
を
失
い
、
世
界

の
ロ
ー
カ
ル
空
港
と
な
っ
て
し
ま
う
と
の
危
惧
が
持
た
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
伸
び
ゆ
く
航
空
需
要
を
背
景
に
、
関
西
国
際
空

港
が
国
際
ハ
ブ
空
港
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
二
期
工
事
の
円
滑
且
つ
着
実
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
神

戸
空
港
開
港
に
伴
う
関
西
国
際
空
港
へ
の
影
響
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
且
つ
詳
細
な
説
明
は
未
だ
不
十
分
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
行
う
。

一

空
路
・
航
路
に
つ
い
て

一



�

神
戸
空
港
離
発
着
に
関
し
て
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
航
路
及
び
通
過
空
域
に
つ
い
て
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

旧
運
輸
省
が
昨
年
三
月
に
実
施
し
た
関
西
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
制
業
務
に
係
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
（
以
下
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
）
に
よ
る
と
、
神
戸
空
港
新
設
に
よ
る
関
西
タ
ー
ミ
ナ
ル
空
域
内
の
航
空
機
の
輻
輳
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
の
前
提
条
件
を
開
示
さ
れ
た
い
。
特
に
、
空
域
内
の
航
空
交
通
量
の
前
提
条
件
と

現
実
的
な
航
空
交
通
量
と
の
対
比
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
近
隣
の
徳
島
空
港
、
松
山
空
港
、
高
松
空
港

に
与
え
る
影
響
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
の
上
で
、
国
土
交
通
省
と
し
て
こ

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
の
結
果
を
今
後
の
施
策
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

関
西
国
際
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
制
所
に
お
い
て
は
、
関
西
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）
、
神
戸
空
港

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
管
制
業
務
を
広
域
一
元
的
に
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
同
管
制
は
現
在
に
お
い
て
も
苦
し
い
運
用

が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
に
お
い
て
も
、
航
跡
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
か
ら
は
、
特

に
各
空
港
か
ら
の
出
発
機
の
競
合
時
に
、
各
経
路
が
最
終
的
に
一
点
に
収
束
す
る
こ
と
に
よ
り
高
い
負
荷
が
か
か
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
と
の
結
論
と
と
も
に
、
管
制
官
の
意
見
集
約
に
お
い
て
も
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
空
域
内
に
お
い
て
競
合
経
路
が
多

二



す
ぎ
る
、
他
空
港
の
到
着
・
出
発
機
の
処
理
や
経
路
の
競
合
が
多
く
負
荷
が
大
き
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
懸
念
は
、
有
識
者
及
び
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
関
西
国
際
空
港
で
の
一
元
的
な

広
域
管
制
に
よ
り
安
全
性
は
完
全
に
保
た
れ
る
の
か
ど
う
か
。

�

関
西
国
際
空
港
到
着
便
と
の
垂
直
間
隔
維
持
と
の
関
係
で
、
神
戸
空
港
離
発
着
便
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

と
い
う
低
高
度
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
低
高
度
の
維
持
は
、
沖
縄
で
唯
一
行
わ
れ
て
い
る

が
、
既
に
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
安
全
上
問
題
が
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
理
由
も
含
め
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

�

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
に
お
い
て
、
管
制
官
か
ら
は
、
経
路
設
定
に
つ
い
て
空
港
ご
と
あ
る
い
は
行
き
先
に
応
じ
た

経
路
の
分
離
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
す
べ
て
解
決
し
た
の
か

否
か
。

�

第
三
種
空
港
で
あ
る
神
戸
空
港
の
建
設
段
階
に
お
い
て
、
管
制
上
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
の
管
制
当
事
者

で
あ
る
国
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

関
西
国
際
空
港
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

三



�

近
畿
圏
に
は
、
既
に
関
西
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
面
の
改
善

な
ど
を
通
じ
て
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
神
戸
周
辺
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
関

西
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
に
お
い
て
充
分
に
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
新
た
に
近
接
の
神
戸
空
港
を
建
設
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
神
戸
空
港
、
二

期
工
事
完
成
後
の
関
西
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
の
三
空
港
に
関
す
る
我
が
国
航
空
行
政
に
お
け
る
位
置
付
け
と
役
割

分
担
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

神
戸
空
港
離
発
着
機
と
関
西
国
際
空
港
離
発
着
機
と
の
競
合
に
よ
る
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
管
制
上
の
安
全
間

隔
が
確
保
さ
れ
な
い
と
き
、
関
空
機
に
待
機
指
示
が
出
さ
れ
、
上
空
や
地
上
で
航
空
機
を
待
た
せ
る
時
間
差
運
用
な
ど
が

な
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
ど
う
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
関
空
便
あ
る
い
は
伊
丹
便
に
対
す
る
影
響
は
出
な
い

の
か
。

�

関
西
国
際
空
港
二
期
工
事
完
成
後
に
、
神
戸
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
と
合
わ
せ
て
三
空
港
の
運
営
が
本
格
化
し
た
際
の

大
阪
湾
上
空
で
の
交
通
量
の
増
加
や
離
発
着
機
の
輻
輳
に
よ
る
安
全
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

神
戸
空
港
の
需
要
、
利
便
性
、
そ
の
他
に
つ
い
て

四



�

神
戸
空
港
の
需
要
予
測
に
よ
る
と
、
年
間
の
利
用
旅
客
数
は
開
港
当
初
で
三
四
〇
万
人
、
五
年
後
に
は
四
二
〇
万
人
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
前
提
と
し
て
は
平
成
七
年
度
の
数
値
を
基
礎
と
し
て
用
い
て
、
例
え
ば
経
済
成
長
率
に
つ
い

て
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
三
％
、
そ
れ
以
降
は
年
率
二.
五
％
と
し
て
い
る
な
ど
現
状
と
の
乖
離
も
み
ら
れ
る
。
需
要
予
測

の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
需
要
予
測
に
お
い
て
は
関
西
圏
全
体
の
航
空
需
要
を
関
西
国
際
空
港
・

大
阪
国
際
空
港
・
神
戸
空
港
で
分
担
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
と
根
拠
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
需
要
予
測
の
変
更
の
必
要
性
は
な
い
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

�

神
戸
空
港
開
港
に
伴
う
電
波
障
害
、
騒
音
問
題
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
予
測
さ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

先
の
空
域
・
管
制
上
の
問
題
に
よ
り
、
神
戸
空
港
離
発
着
機
に
お
い
て
は
飛
行
時
間
に
影
響
が
出
る
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
例
え
ば
羽
田－

神
戸
空
港
間
の
飛
行
時
間
に
つ
い
て
は
、
羽
田－

伊
丹
空
港
間
に
比
べ
て
十
〜
十
九
分
程
度
伸

び
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い
る
が
、
同
区
間
に
つ
い
て
神
戸
空
港
開
港
当
初
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
と
飛
行
時
間
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
関
西
国
際
空
港
二
期
工
事
完
成
後
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
更
に
関
西
国
際
空
港
二
期
工
事
完
成
後
の

羽
田－

関
西
国
際
空
港
に
つ
い
て
の
ル
ー
ト
と
飛
行
時
間
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



右
質
問
す
る
。

六


